
大
津
会
場
は
「
う
た
ご
え
」

な
ど
文
化
行
事
に
つ
づ
き
、
メ
ー

デ
ー
式
典
が
始
め
ら
れ
、
実
行

委
員
長
の
県
労
連
杉
原
秀
典
議

長
は
挨
拶
で
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
潤
っ
て
い
る
の
は
輸
出
企
業

と
資
産
家
だ
け
で
あ
り
、
国
民

生
活
は
大
幅
な
負
担
増
と
な
っ

て
い
る
。
労
働
者
の
賃
上
げ
や

労
働
条
件
向
上
こ
そ
デ
フ
レ
経

済
打
開
の
道
で
あ
る
。
命
と
暮

ら
し
、
憲
法
を
守
る
大
合
流
を

作
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で

は
、
明
る
い
会

辻
義
則
代
表
は

「
嘉
田
県
政
は
、

労
働
者
委
員
を

連
合
だ
け
か
ら

選
出
し
た
り
、

原
発
の
再
稼
働

や
新
増
設
の
容

認
、
新
幹
線
駅

招
致
な
ど
県
民

の
願
い
か
ら
大

き
く
ず
れ
て
き

て
い
る
」
と
指

摘
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
共

産
党
の
坪

田
五
久
男

参
院
選
挙

区
予
定
候

補
は
「
人

間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
の
あ

る
経
済
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

ご
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

参
院
選
挙
で
増
税
・
改
憲
勢
力

に
審
判
を
下
そ
う
。
」
と
連
帯

の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
県
農
業
協
同
組

合
中
央
会
の
万
木
敏
昭
会
長
か

ら
は
「
国
家
の
主
権
を
ゆ
る
が

し
、
国
土
、
農
業
、
食
の
安
全
、

医
療
を
破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
許

せ
な
い
。
共
に
頑
張
ろ
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。つ

ぎ
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
、
８
団
体
が
憲
法
、
米
軍

基
地
、
消
費
税
、
原
発
、
年
金
、

医
療
、
教
育
、
雇
用
問
題
な
ど

を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
メ
ー
デ
ー
宣
言

（
上
枠
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
思
い
思
い
の

プ
ラ
カ
ー
ド
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
持
っ
て
パ
ル
コ
前
ま
で
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。
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第８４回メーデー宣言

私たちは今日、労働者・県民の団結と連帯の力で「労働者の祭典」である、第８４回滋賀県民メーデー

を成功させました。今、日々の仕事・くらしに大きな負担がのしかかろうとしています。そのような時だ

からこそたたかいを強め、くらしと雇用を守り、憲法がいきる安全・安心社会の実現を目指すべきだと確

認しました。

◇すべての労働者・県民のみなさん

東日本大震災から２年余りが経過しましたが、被災地の生活再建・復興は進まず、暮らしも仕事も復旧

にはほど遠いものです。避難を余儀なくされ故郷を離れざるを得ない人も多くおられます。原発事故の影

響は色濃く、収束どころか停電による混乱や、汚染水の漏えいが起こり、一層の被害と不安を広げていま

す。

◇すべての労働者・県民のみなさん

そうした中、自民党・公明党連立政権は、一居の構造改革路線を強めています。政権公約を投げ捨て、

生活と仕事を壊すTPPへの参加をひた走っています。災禍を撒き散らし続けている原子力発電はやめるべ

きと、国民の約7割が考えているにも関わらず、再稼働させ、新設し、輸出しようとしています。国会議

員の比例定数を削減し、多様な民意切り捨てを推し進めようとしています。憲法を変えて日本を戦争ので

きる国へと変えることを視野にいれ、９６条を変えようと目論んでいます。

「アベノミクス」は、物価上昇を煽る一方で、年金や生活保護の削減、消費税の増税を進めようとして

おり、国民生活に大幅な負担を押し付けるものです。いっそうの貧困と格差拡大路線に対して、強い怒り

が吹き出しています。

また、一時はあきらめた解雇自由化や労働時間の規制緩和などをすすめ、労働・雇用を破壊しようとし

ています。

私たちの望みは働きがいのある人間らしい仕事です。デフレの原因は規制緩和し、非正規労働者の拡大、

賃金の低下をさせたことです。デフレからの脱却を叫ぶのであれば、第一にすべきことは賃金・労働条件

の改善と雇用の安定です。安倍政権の進もうとしている道は全く逆です。

◇すべての労働者・県民のみなさん

日本でも世界でも運動は根を深く張り、広がっています。県内でも4月7日嵐の中、大津市なぎさ公園を

会場に1000人の参加で「ストップTPP！県民緊急集会」が開催されました。また、消費税増税、原発、公

務員給与削減、年金削減などに反対する共同の取り組みを大きく進めてきました。

これまでの取り組みを力に、今日から新たに運動を進め、日本国憲法に基づく「人間らしく働き、人間

らしく生きることのできる社会」を実現していけるように多くの人と連帯し、取り組みに確信をもって進

みましょう。

働く者の団結万歳！世界の労働者万歳！第84回滋賀県民メーデー万歳！

２０１３年５月１日

５
月
１
日
、
第
84
回
滋
賀
県
民
メ
ー
デ
ー
は
「
働
く
も
の
の
団
結

で
生
活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め
ざ

そ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
大
津
会
場
の
膳
所
公
園
の
３
５
０

人
を
は
じ
め
県
内
10
会
場
に
１
２
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
メ
ー
デ
ー
に
は
、
従
業
員
組
合
員
、
さ
ざ
な
み
ネ
ッ
ト

や
先
輩
組
合
員
な
ど
19
人
（
大
津
会
場
17
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。



課
題
は
「
臨
給
復
元
」

と
「
格
差
是
正
」

４
月
25
日
、
従
業
員
組
合
は

１
３
春
闘
の
重
要
課
題
と
す
る

「
臨
給
カ
ッ
ト
枠
の
復
元
」
と

「
大
き
す
ぎ
る
同
一
年

齢
間
格
差
の
縮
小
」
を

求
め
る
ビ
ラ
を
配
布
し

ま
し
た
。
ビ
ラ
に
は
安

倍
政
権
の
要
請
に
応
え
る
形
で

増
額
さ
れ
自
動
車
大
手
の
一
時

金
増
額
回
答
の
状
況
を
は
じ
め
、

当
行
の
大
幅
な
臨
給
カ
ッ
ト
の

復
枠
と
特
別
一
時
金
の
ス
ラ
イ

ド
枠
組
入
の
要
求
を
一
面
と
し
、

裏
面
に
従
業
員
数
の
推
移
、
格

差
の
実
態
、
総
人
件
費
の
推
移

等
を
グ
ラ
フ
に
し
「
同
一
年

齢
間
の
大
き
す
ぎ
る
賃
金
格

差
は
、
生
産
性
向
上
や
銀
行

の
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
。

ま
た
、
従
業
員
の
競
争
を
煽

る
成
果
主
義
人
事
制
度
は
限
界

に
き
て
お
り
、
銀
行
が
重
視
す

る
意
思
疎
通
や
協
調
・
対
話
を

希
薄
し
て
お
り
、
従
業
員

組
合
は
、
大
き
す
ぎ
る
同

一
年
齢
間
格
差
の
縮
小

を
要
求
す
る
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

同
日
の
ビ
ラ
配
布
で

は
、
上
部
団
体
の
全
国

金

融

労

働

組

合

連

合

会

（

金

融

労

連

）

が

作

成

し

た

「

職

場

環

境

改

善

の

訴
え
、
非
正
規
労
働
者
の
権
利

の
問
題
、
改
正
高
齢
者
雇
用
安

定
法
」
を
内
容
と
し
た
ビ
ラ
を

配

布

し

ま

し
た
。

ま

た

、

全

国

金

融

労

働

組

合

共
闘
会
議
（
金
融
共
闘
）
作
成

の
「
賃
上
げ
な
く
し
て
、
デ
フ

レ
脱
却
な
し
」
「
金
融
機
関
で

広
が
る
パ
ワ
ハ
ラ
、
ノ
ル
マ
営

業
、
求
め
ら
れ
る
金
融
機
関
の

遵
法
精
神
」
の
ビ
ラ
も
同
時
に

に
配
布
し
ま
し
た
。

気
に
な
る

「
早
い
出
勤
時
間
」

な
お
、
こ
の
日
の
ビ
ラ
配
布

は
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
45

分
の
間
に
７
０
０
人
に
手
渡
さ

れ
、
多
く
の
役
職
員
の
方
々
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
気
に
な
っ
た
の
は
、
日
頃

の
出
勤
状
況
か
ら
少
し
早
め
に

配
布
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
早

い
時
間
の
出
勤
者
が
多
い
こ
と

と
、
既
に
少
な
か
ら
ぬ
方
が
出

勤
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
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５
月
12
日
、
大
津
市
内
で

滋

賀
・
九

条
の

会
主
催

の

「
第
９
回
滋
資
・
憲
法
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
会
場
い
っ

ぱ
い
の
４
８
０
人
が
つ
ど
い
、

従
業
員
組
合
員
や
先
輩
組
合

員
な
ど
５
人
参
加
し
ま
し
た
。

つ
ど
い
は
「
水
口
ば
や
し

八
妙
会
」
に
よ
る
巡
行
囃
子

の
演
奏
で
開
会
さ
れ
、
主
催

者
の
挨
拶
で
近
藤
公
人
弁
護

士
は
「
自
民
党
な
ど
が
９
条

改
悪
を
狙
っ
て
改
憲
要
件
を

引
き
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
批
判
し
「
今
こ
そ
正
念
場

で
あ
り
改
憲
派
の
企
み
を
断

念
さ
せ
る
ま
で
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。つ

づ
い
て
世
話
人
の
川
端

俊
英
さ
ん
か
ら
俳
優
・
演
出

家
・
絵
師
で
あ
る
倉
斉
加
年

（
ま
さ
か
ね
）
さ
ん
に
三
度

目
の
要
請
で
講
演
が
実
現
で

き
た
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
米
倉
さ
ん
は
、
優

し
い
語
り
口
で
会
場
を
沸
か

せ
な
が
ら
、
中
学
校
の
教
科

書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
、

戦
時
中
に
栄
養
失
調
で
弟
を

亡
く
し
た
自
身
の
体
験
を
綴
っ

た
著
書
「
お
と
な
に
な
れ
な

か
っ
た
弟
た
ち
に
…
」
か
ら

戦
争
の
悲
惨
さ
や
真
実
を
語

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
日
本

は
戦
争
を
放
棄
し
、
近
隣
の

国
を
侵
略
し
な
い
。
そ
れ
は

我
々
日
本
人
と
し
て
の
誇
り

で
あ
る
」
と
憲
法
９
条
の
大

切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
多
数
は
自
民
党
を

選
ん
だ
と
い
う
が
、
真
の
多

数
は
バ
ラ
バ
ラ
の
少
数
の
中

に
あ
り
、
力
と
権
力
を
多
数

と
勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
」

と
述
べ
運
動
を
激
励
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
「
お
と
な
に

な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に
…
」

を
朗
読
し
、
憲
法
前
文
と
９

条
を
読
み
上
げ
ら
れ
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
が

Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
導
入

す
る
前
は
「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
を
進
め

る
質
の
あ
る
業
務
遂
行
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
導
入

直
後
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
し

た
が
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
機
能
を

フ
ル
活
用
し
、
業
務
に
活
か

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
が
、

莫
大
な
費
用
を
費
や
し
た
の

だ
か
ら
、
人
を
減
ら
さ
な
い

と
意
味
が
な
い
と
言
っ
た
事

も
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
入
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
人
を
減
ら

さ
れ
て
は
大
変
で
す
。

そ
れ
が
本
当
の
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
成
功
）
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威

求
め
ら
れ
る
危
機
管
理

本
店
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で
し

た
。
そ
ん
な
時
「
原
因
は
、

女
子
更
衣
室
だ
と
思
う
の
で

す
が
・
・
・
。
あ
ん
な
地
下

で
窓
も
な
い
空
気
の
入
れ
替

え
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
う
つ

ら
な
い
の
が
お
か
し
い
で
す

よ
ね
」
と
。
あ
る
日
の
某
部

１
７
人
休
み
で
他
部
か
ら
応

援
で
何
と
か
し
の
ぎ
ま
し
た
。

「
危
機
管
理
が
必
要
で
す
ね
！
」

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、

東
近
江
市
内
の
寺
院
に
お
い
て

地
元
年
金
者
組
合
と
平
和
委
員

会
の
主
催
で
憲
法
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
は
、
近
藤
公
人
弁
護

士
を
講
師
に
迎
え
「
自
由
民
主

党
の
『
日

本
国
憲
法

草
案
』
批

判
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
「
憲

法
と
は
何

か
」
「
立
憲
主
義
と
は
何
か
」

を
述
べ
ら
れ
、
同
草
案
の
Ｑ
＆

Ａ
に
は
「
改
憲
の
回
数
を
他
国

と
比
較
し
て
い
る
が
、
よ
い
憲

法
で
あ
り
改
正
の
必
要
性
は
な

か
っ
た
」
「
96
条
を
過
半
数
に

変
え
る
こ
と
は
、
時
の
多
数
派

に
よ
っ
て
人
権
を
侵
害
す
る
」

「
米
国
は
上
下
院
の
３
分
の
２

と
４
分
の
３
の
州
議
会
の
賛
成
、

韓
国
も
ド
イ
ツ
も
３
分
の
２
」

と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

改
憲
の

狙
い
と
問

題
点
が
よ

く
分
か
り

ま
し
た
。

（
Ｔ
）


